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新

(1)第 36号

会
長
あ

い
さ

つ

同
窓
会
会
長
清
水会

員
の
皆
様

そ
れ
ぞ
れ
の
お

立
場
で
ご
活
躍

の
こ
と
と
拝
察

中
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
ご

協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
‘

昨
年
は
台
風
１９
号

の
豪
雨
に
よ

り
千
曲
川

の
増
水
に
よ
る
越
水

の

大
き
な
災
害
が
発
生
し
、
今
も
復
旧

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
頃
の
防

災
、
減
災
に
対
し
、
個
人
は
も
と
よ
り
、

地
域
を
上
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
．

学
校
で
は
平
成
２６
年
１０
月
か
ら
校

舎
改
築
事
業
に
若
手
、
プ
ー
ル
解
体

除
却
か
ら
始
ま
り
、
特
別
校
合
、
大

体
育
館
の
撤
去
、
そ
し
て
管
理
教
室

棟
、
体
育
館
の
建
設
、
外
構
工
事
が

令
和
元
年
１０
月
に
完
了
し
ま
し
た
．

こ
れ
ま
で
事
業
に
ご
支
援
ご
協
力

頂
い
た
、
県
教
育
委
員
会
高
校
教
育

課
、
東
御
市
行
政
、
工
事
関
係
者
そ

し
て
、
歴
代
校
長
、
教
職
員
の
先
生

方
に
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

落
成
式
は
台
風
１９
号
の
影
響
で
延

期
さ
れ
本
年

一
月
三
十

一
日
に
校
合

落
成
式
典
の
お
祝

い
が
、
生
徒
、
保

護
者
、
県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課
、

地
元
市
長
を
は
じ
め
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
関
係
者
の
ご
参
列
の
も
と
盛
大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
．

学
校
の
校
舎
改
築
と
‐ヽ‐
う
大
き
な

事
業
も
終
わ
り
、
学
習
環
境
が
し
つ

か
り
整

っ
た
中
で
、
生
徒
諸
■
が
勉

学
に

一
層
励
み
新
し
い
校
風
と
歴
史

を
築
き
Ｌ
げ
て
、
地
域
社
会
の

一
員

と
し
て
活
躍
し
て
欲
し
い
と
願
う
も

の
で
す
。

同
窓
会
も
創
●
１
０
０
同
年
記
念

事
業
を
令
和
５
年
を
前
に
新
装
な

っ

た
校
合
に
ふ
さ
わ
し
い
準
備
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
〓
ど
う
か
同
窓
会

の
皆
様
か
ら
の
物
心
両
面
の
ご
支
援

を
切
に
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
母
校
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
中
し
上
げ
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

新
校
舎
落
成
に
あ
た
り

学
校
長

佐
原
　
智
行

災
に
よ
り
、
四
日
間
の

休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

ま
た
、
十
月
三
十

一
日

に
予
定
さ
れ
て
い
た
新

校
舎
落
成
記
念
式
典
も

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い

状

況

と
な
り

ま

し
た

が
、
三
か
月
後
の

一
月

三
十

一
日
、
多
数
の
御

来
賓
ヵ
〓
二
」●
」●
臨
席
を
賜
り
、
無

事
一
〓
記
念
式
共
を
挙
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

今
回
の
新
佼
合
の
建
設
に
伴
い
取

――
壊
さ
れ
た
旧
管
理
教
室
棟
は
、
昭

和
川
十
四
年
に
完
成
し
て
お
り
ま
す

が
、
当
時
の
宮
崎
藤
作
校
長
は
落
成

記
念
誌
の
中
で
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

一東
部
高
校
は
こ
こ
に
古
い
衣
を
脱
ぎ
、

そ
の
装
い
を
全
く
新
た
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
新
し
い
装
い
の
中
に
は

多
く
の
先
輩
に
よ

っ
て
創
ら
れ
、
築

か
れ
た
無
形
の
姿
が
あ
る
こ
と
に
思

い
を
致
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ｃ
」

大
正
卜
二
年
、
東
部
実
科
中
等
学

校
と
し
て
開
校
し
て
以
来
、
九
十
有

余
年
、
本
校
に
は
幾
多
の
校
名
変
更
、

そ
し
て
、
全
Ｈ
制
か
ら
多
部
制

・
単

位
刷

へ
の
転
換
と
い
う
大
き
な
変
革

が
あ
り
ま
し
た
．
し
か
し
、
宮
崎
校

長
先
生
の
言
葉
の
と
お
り
、
本
校
の

罹
史
と
伝
続
は
、
現
在
の
東
御
清
翔

高
校
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
．．今
回
の
校
舎
改
築
事
業
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
東
御
市
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
様
、
常
日

頃
よ
り
あ
た
た
か
な
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
同
窓
会
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
３

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
本
校
教

職
員
が

一
九
と
な

っ
て
、
地
域
は
も

と
よ
り
、
長
野
県
、
そ
し
て
、
我
が

国

の
次
代
を
担
う
生
徒
を
育
成
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、

平
素
よ
り
同

窓
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
母
校
発

展
の
た
め
、
．物

心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
中
し

上
げ
ま
す
．

さ
て
、
昨
年
十
月
に
日
本
列
鳥
を

襲

っ
た
台
風
十
九
号
は
、
各
地
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
‥
改

め
て
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
中
し
上
げ
ま
す
‐

本
校
は
、
生
徒
の
約
七
割
が
通
学

に
使
用
し
て
い
る
し
な
の
鉄
道
の
被

一一一一一畿
撃
■

ロ

,
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今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
〓■

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
中
し
上
げ
ま
ｆ

着
任
職
員
を
代
表
し

て

教
頭

田
島
　
康
彦

日
頃
よ
り
同

窓
生
の
皆
様
方

に
は
、
母
校
発

展
の
た
め
に
多

大
な
る
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
Ｌ
オ
ま
す

こ
の
度
、
四
月
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
十
七
名
の
教
職
員
が
東
●
■
〓

高
校
の

一
員
と
し
て
仲
間
に
，
、■
て

い
た
だ
，′ヽ
こ
と
に
な
り
ま
し
た

一
‥

の
持
ち
味
を
―
分
に
生
か
し
て
上
に

の
進
路
実
現
に
向
け
て
全
力
で
ｉ
〓
一

し
た
い
と
考
え
て
お
「
ま
す
　

Ｆ́

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
‥

さ
て
、
時
代
は
平
成
か
ら
令
ｔ
に

代
わ
り
、
携
帯
電
話
な
ど
の
情
報
技

術
も
飛
躍
的
に
進
化
す
る
中
、
私
た

ち
の
生
活
は
今
ま
で
以
上
に
便
■
て

豊
か
な
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す

Ｉ
ま

た
、
本
校

で
は
平
成

二
十
二
三
■

ら
時
代
の
変
化
と
右
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
多
部
制
単
に
制
高
ｔ
と
し

て
、
柔
軟
な
教
育
活
動
を
晏
「
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
本
校
に
通
う

生
徒
が
自
信
を
胸
に
社
会
で
活
だ

で
き

る
よ
う
、
教
職
員
が

Ｉ
）ｚ
〓

↓
国
＞
〓
」
と
な

っ
て
取
り
組
む
所
存

で
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
、
東
御
市
役
所
周

辺
の
市
道
整
備
事
業
に
伴
い
、
教
室

棟

・
体
育
館
な
ど
の
改
築
ｌｌ
事
が
開

始
さ
れ
、
本
年
十
月
に
す
べ
て
が
終

了
し
ま
し
た
。
新
校
舎
完
成
を
祝
い

令
和
二
年

一
月
二
十
　
日

（金
）
に
は

台
風
十
九
ロゲ
の
影
響
に
よ
り
延
期
と

な

っ
て
い
た
新
校
合
落
成
記
念
式
典

が
、
清
水
同
窓
会
長
を
は
じ
め
、
役
昌
↑

同
窓
生
の
皆
様
の
ご
臨
席
の
栄
を
賜

り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
〓
新

協力金納 入のお願い

毎年ご|■ 力をお|デ t。 してお .Iま す|:■J全

,=、  ム|:窓 会■ .=′ |六十号・t・ ■輩 .■ tメ,
、こ使用´てお :.ま f ■三こ■可を=た た
きまして、 し́、よ ;ヽ仁 fヒ日しに,‐ ます

さて、督:||た況
'ノ

多キな■tこ は存しま

すが、本年も協力全を1日 以_L11回 1∞0

円)を集金させていただきたいと存じます。

同封の振込用紙にてご送金いただきたく、

お願い申し上げます。

し
く
整
備

・
充
実
し
た
学
習
空
間
で

の
一学
び
が
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
さ

Ｌ
に
か
き
立
て
て
く
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

・結
び
に
、
同
窓
生
の
皆
様
の
今
後

も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
任
職
員
を
代
表

し
一て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

|.・ :|||_ .・ ・・ Ⅲ・ .‐
_|・ ‐‐・ ‐‐

=‐
,‐ . ■ 、

●日 時

●会 場
●議 題

令和 2年 6月 271」 1上 |

受 付 11'10～

総 会 14120～ 15100
懇親会 15:00ヽ 17:00
平安間みまき (末御市,
・令和元年度事業il(告、

会計報告並びに監杢報告
・令和 2年度事業計画 1案

'、

予算 (案 )

・その他

参加費 3.000円

|お願い|

参力||の お 11し 込 み は、

東御清司]高 校 まで |ヽ 記

の FANに てお願い しま
す  学校 業務 の 支障 を
きたす恐 れがあ I,ま す

ので、お it話 でのお 中

し込みはご遠 1憲 下さい :

束 御 清 翔 高 校

F_ヽ X i 0268-61-0013

年
に
渡

っ
て
続
け
ら
れ
た
校
舎
改

築
事
業
も
無
事
終
了
し
、
最
後
の

新
体
育
館
も
完
成
し
、
校
舎
落
成

記
念
式
典
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
に
は
、
生
徒
の
使
用
す
る
教

室
の
す
べ
て
に
エ
ア
コ
ン
も
設
置

さ
れ
生
徒
に
と

っ
て
は
こ
の
上
な

い
学
習
環
境
が
整

い
ま
し
た
。
更

―こ
来
年
度
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事

業

の

一
環
と
し
て
、
電

子
黒
板
や
タ
ブ
レ

ッ
ト

の
導
入
も
予
定
さ
れ
て

お
―，
ま
す
‥
今
後
は
外

側
に
色
（け
な

い
よ

つヽ
に

中
身
も
充
実
さ
せ
て
い

か

な

け

れ

ば

と

考

え

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

特
別
棟
や
机
や
い
す
な

ど

の
備
品
は
旧
東
部
高

校
時
代

の
物
も
多
く
老
朽
化
が
す

す
ん
で
お
る
も

の
も
多
く
、
同
窓

会

の
皆
様
に
お
願

い
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
こ
と
も
あ
る
か
と
思

い

ま
す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
御
支
援

を
賜
わ
り
ま
す
よ
す
お
願

い
中
し

Ｌ
げ
ま
す
。

令
和
二
年

一
月
三
十

一
Ｈ
、
長

●懇親会

入
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東
御
清
翔
高
校

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て

創
立
大
正
十
二
年
以
来
、
大
き
な
節
目
と

な
る
１
０
０
周
年
は
、
令
和
五
年

（２
０
２
３

年
）
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
平
成
二
十
五
年

に
は
９０
周
年
記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
が

１
０
０
周
年
を
控
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

大
き
な
取
り
組
み
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て

１
０
０
周
年
実
行
委
員
会
を
設
置
し
準
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
壮
大
な
事
業
に
な
り
ま

す
の
で
同
窓
会

の
皆
様

の
物

心
に
わ
た
る
ご
協
力
を
足
非

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
「

１
０
０
周
年
実
行
委
員
会
の

構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。
尚
、
平
成
２９
年
度
同
窓
会
総

会
に
て
、
各
支
会
長
さ
ん
に
は

実
行
委
員
を
兼
ね
て
頂
く
こ

と
が
承
認
さ
れ
て
お
り
、
総
務

総
括
委
員
、
寄
付
金
事
業
、
式

典

・
記
念
講
演
、
記
念
誌
事
業
、

教
育
環
境
整
備
事
業
、
の
５
つ

の
分
野
に
分
か
れ
て
ご
協
力

い
た
だ
く
こ
と
と
な

っ
て
お

り
ま
す
‘
母
校
の
記
念
す
べ
き

１
０
０
周
年
の
た
め
に
、
是
非

と
も
御
尽
力

い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
中
し
Ｌ
げ
ま
す
．

長 尾 (S44B)
山善  |
後藤(S43A)

副   長岡(S45A)

学識者 数人

上田第3支会長
上田第6支会長
北御牧支会長

土屋(S52A)

長岡

中支会長
和 支会長
北信支会長
関東支会長
上田第2支会長

学識者 数人

滋野支会長
真田支会長
上田第4支会長

顧間・参与

教育環境整備事業

学識者 数人

小諸佐久支会長
丸子支会長
上田第5支会長

他

委員長
冨」  (

掘内(S41B)
) 総務委員長  横尾

副 (総務担当)掘 内
副 (広報担当) 猪飼
副 (会計担当)後 藤
(会計副委員長

祢津支会長
上田第1支会長

長

平成30年度 東御清翔高等学校同窓会会計 決算書

総括

収  入 1.845,747「 |]

支 出  599,995円
差 ワ1 1.245.752円

2 収人 (単位 :円 )

3 支出

項 目 予算現額 収入済額 ナ曽力成 ;li明

繰越金 717,738 717,738 前年度繰越金

入会金 600000 6()().()00 5.000円 × 120人

卒業時徴収金 500000 180,000 △20,000 5.I)0()ltl X 96人

会費 30(),000 48.000 ▲252,000 ゆうちょ銀行から振替等

広告料 45.000 △45.000

雑収入 262 △253 預金利息

合計 2163000 1.845,747
^:317,253

項 目 予算現額 収入済額 増減 説 明

会議費 100,000 64327 35673 総会開催経費等

報償費 120.000 66000 54.000 生徒 クラブ表彰 皆精勤表影

交際費 15(),000 99,000 51,000 学校行事参加経費 餞別等

需用費 200,000 74632 125368 卒業記念品等

役務費 850,()0() 66036 783964 通信費等

維持管理費 10000 10.000

補助費 50,000 30,000 20000 支会総会補助

100月年,]念事業積立金 200,000 200,000 平成 35年創立 100周年

予備費 483.000 483,000

合計 216300() 599,995 1,0,∞ |

平成30年度 東御清翔高等学校同窓会事業報告

令和元年度 東御清翔高等学校同窓会事業計画

年 月 摘 要

30 入学式、正副会長出席.祝い生花提供.職員欲迎会正副会長出席。
三役員会。総会について。

同窓会理事会 (■ 成 29年度事業報告・決算報よ .平 成 30年度事業計洒i 予算案提案 ,

14 同窓会総会 1平成 29年度事業 1長告・決算 1長告て平成 30年 度事業言1山i 予算案承認,

17 ゴルフ大会 第 1回準備会
17 ゴルフ大会 第 2回準備会

11 ゴルフ大会 第 3回準備会
11 17 東御情翔高校 1東部高校,1司 窓会親‖|・ ゴルフ大会 ,支 間高原 CC 第 1回 編集委員会

31 24 二役員会,総会日決定.同窓会‖その内容検言寸.ゴ ルフ会について=支部総会について 第2回編集委員会
同窓会表彰 :ク ラブ表彰個人表彰 (ク ラブ活動、検定級取得)精・皆勤賞副賞授与 副会長講演
卒業式、正副会長出席.卒業記念品 1卒業証書入1贈呈.視い生花提供 .
22 転退職職員送別会

30 同窓会報発行

役員会 31年度年度当初詳細打ち合わせ

年 月 摘 要

31 入学式、正副会長出席。祝い生花提供。職員歓迎会正副会長出席。

26 三役員会。総会について

23 同窓会理事会 (平成 30年度事業報告・決算報告。平成 31年度事業計画 予算案提案)
22 同窓会給会 「平成 30年度事業十lt告  ャえ算|lk告 _平成 31年度事業言1画 ・予算案承認,
17 ゴルフ大会 第 1回準備会
ゴルフ大会 第 2回 準備会
ゴルフ大会 第 3回準備会

10 20 東御清潮高校 1東部高校'同 窓会親眸ゴルフ大会 ,t問 高原 CC
役員会Ⅲ総会日決定.」可窓会報の内容検討. ゴルフ会について.支部総会について
同窓会表彰 :ク ラ

'表
彰 1回人表彰 |ク ラブ活動、検定級収得 )十占 皆勤賞副賞授与 副会長講演

卒業式、正副会長出席.卒業記念品 1卒業証書入
'贈
呈.祝い生化提供。 会長祝辞

23 転退職職員送別会

役員会

同窓会報発行

スクールウェアー専門店グループ
(東御清翔高校制服販売指定店)

◆[田中]衣料センター たなか
TEL 0268¨ 62¨0127

◆[田中]ファッションプラザ ちもと
′
I｀EL 0268-62‐0056

◆[祢津]斎喜屋・[祢津]おしゃれ百番
TEL0268‐ 62・0265 。 ′I｀ EL0268‐ 64‐4101

h
0236
0456
0668
1836
1354
6888

写真専科用転 タジオ

真心こめて

の

〒=389-0516

長野県東御市田中106(田中郵便局前)

丁EL 0268-62-0245

御 写 真

学園生活の思い出と記録

100周年実行委員会組織 (案 )

く3a顧軒| A
|

=〒 389-0516東 御市
●田中本店
●長 野 店
●丸 子 店
●軽井沢店
●上田山口店
●上田中央店

Ю
６８
６
６８
６８
６８
６８

日
０２
０２
０２
０２
０２
０２

昨
８
８
８
８
８
８
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博
史

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本

校
教
育
活
動
に
対
し
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

多
部
制
単
位
制
六
期
生

（平
成
３０
年
度
卒

業
生
）
の
進
路
決
定
状
況
は
別
表
の
通
り
で

す
●
就
職
５０
％
、
進
学
４１
％
、
そ
の
他
９
％

と
な

っ
て
い
ま
す
じ
就
職
で
は
、
製
造
業
が

６５
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
非
製
造
業
が
弱
％

で
す
＾
進
学
で
は
、
公
立
化
に
伴

い
難
関
と

な

っ
た
長
野
大
学

へ
の
合
格
を
果
た
す
な
ど

健
闘
し
ま
し
た
．

方
、
七
期
生

（令
和
元
年
度
卒
業
生
）

の
進
路
で
す
が
、
就
職
希
望
が
４
割
、
進
学

希
望
が
６
割
と
な

っ
て
い
ま
す
．
就
職
に
関

し
て
は
、
こ
こ
数
年
続

い
て
い
る
好
況
を
背

景
に
多
く
の
求
人
が
あ
り
、
令
和
２
年
１
月

末
で
ほ
ぼ
全
員
に
採
用
内
定
が
出
て
い
ま
す
。

大
手
企
業
か
ら
の
内
定
も

職
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

短
期
大
学

へ
の
進
学
が
目

Ａ
Ｏ
入
試
に
挑
戦
し
大
学

あ
り
、
好
調
な
就

進
学
で
は
、
県
内

立

っ
て
い
ま
す
が
、

進
学
の
希
望
を
実

現
さ
せ
た
生
徒
も

い
ま
す
ｔ
努
力
し
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
、
後
輩
た
ち
に
学
習
発
表

会
の
場
で
訴
え
ま
し
た
ｃ

進
路
折
導
係
と
し
て
は
、
今
後
も
生
徒
の

進
路
希
望
実
現
に
向
け
、
職
員
間

・
地
域

・

企
業

・
Ｌ
級
学
校
と
連
携
を
と
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
．
今
後
も
本
校

へ
の
ご
指
導

こ
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
順
い

い
た
し
ま
す
こ

●進路一覧

●進路先一覧

`   
、 =||

ヽ
・

大学 短大 専門学校 進学
就職 家居

未定 生徒

数国公立 私立 国公立 私立 国公立 私立 計 進学 就職

男子 18 2] 30 57

女子 18 18 39

計 26 39 48 96

合計 26 39 48 96

11合 83 52 271 106 500 63 31 1000

長野大学

東京福祉大学

敬和学園大学

埼玉工業大学

尚美学園大学

高千穂大学

文教学院大学

聖学院大学

HAL東京
岡学園 トータルデザインアカデ ミー

中央情報経理専門学校

群馬 自動車大学校

長野理容美容専門学校

上田情報 ビジ不ス専門学校

カレッジオブキャリア

大原学園専門学校

東京デザイン専門学校

日本スクールオブビジネス21

信州医療福祉専門学校

大田情報商科専門学校

窪田理容美容専門学校

中央工学校       ―‐

1有|オ アンエ業       信州上小森林ホ‖合
1株|1長野三洋化成      エフビー介護サービス|||
1株||ア メニティーズ    1株 ||コ ミヤマ

1株|ア ンブル運車命     |1有 |1常磐館
ホク |ヽ 1株|11田 きのこセンター 1神アイカム

長野「 1器
1株|       1漱 |1今 日警 長野支社

|||ア トリエ・ド・フロマージュ オルガン製fll仲
1体IH高精 |,美       中ユニオンブレー ト

上田プラスチ ック|1仲    1市 1芳 光
巾吉見鋲金製作,i    ヤマ ト化工 |lil
‖釉東京特殊電線      KYB_YS帷
真田KOAI株1真田の■|;   1伸十ヮィ
1株|サイキヨー      1株 1長野 ダイハツモー タース

アー ト金属工業1株||    サクマ製東1林1浅 間工場
中アルポリック     ||1有 1人原工業
ヘアー&メ イクSAW A  不動ベス トパー トナー
松山技研 |1株|1       嗽1上屋鞄製造所
当 11製菓1株||        |||1富 十通パーソナルリテールズ
1株1上野石材商会      婦恋庇沢体暇村
月上建装中        中 不クス トハウス

友愛会千曲■病院     平戸造国
い H信工業

清泉女学院短期大学

上田女子短期大学

川口短期大学

健

二

早
い
も
の
で
入
学
し
て
か
ら
二
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
替
え
か
ら
始

ま

っ
た
今
年
度
は
、
改
め
て
人
間
関
係
を

つ

く

っ
て
い
く
の
に
苦
労
す
る
生
徒
も

い
ま
し

た
が
、
そ
の
■
労
の
中
で
、
自
分
の
こ
と
だ

け
で
は
な
く
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
協
力

し
合

つ
て
行
動
す
る
力
を
仲
ば
す
こ
と
が
で

き
た
生
徒
が
多
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

昨
年
１０
月
に
は
台
風
の
影
響
で
し
な
の
鉄

道
が
不
通
と
な
り
、
そ
の
後
の
代
替
バ
ス
通

学
な
ど
で
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

生
徒
は
落
ち
着
い
て
登
校
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
１０
０
月
に
は
生
徒
会
選
挙

が
お
こ
な
わ
れ
、
生
徒
会
長
を
は
じ
め
新
し

い
執
行
部
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
，
３
年

生
か
ら
バ
ト
ン
が
託
さ
れ
、

い
よ
い
よ
２
年

生
が
生
徒
会
活
動
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
こ

生
徒
達
は
、
部
活
や
行
手
な
ど
様
々
な
場

面
を
通
じ
て
大
き
く
成
長
し
て
き
ま
し
た
‥

体
育
祭
で
は
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
ク

ラ
ス

一
丸
と
な

っ
て
優
勝
を
目
指
し
、
松
代

入
本
営
や
善
光
寺
周
辺

へ
の
ふ
れ
あ
い
旅
行

や
修
学
旅
行

へ
向
け
て
の
平
和
学
習
で
も
、

グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
合

つ
て
自
ら
積
極
的
に

学
習
に
取
り
組
み
、
文
化
祭
で
展
示
発
表
を

成
功
さ
せ
ま
し
た
．
１
月
の
修
学
旅
行
で
の

本
校
初
の
民
泊
で
は
、
沖
組
の
方
の
家
に
泊

ま

っ
て
様
々
な
交
流
を
行

い
、
よ
い
経
験
と

思
い
出
が
で
き
ま
し
た
〓
こ
の
よ
う
な
経
験

の

一
つ
ひ
と

つ
が
、
■
級
生
と
し
て
の
責
任

感
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
ん
で
き
て
い
ま

す
。
来
年
度
も
、
生
徒
が
自
分
を
じ

つ
く
り

見

つ
め
直
し
、
後
悔
の
な
い
進
路
決
定
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
‐）

大
島
枝
穂
子

１
月
３１
日
の
学
習
発
表
会
を
終
え
、
４
年

次
生
及
び
３
年
次
午
前
部
生
と
午
後
部
３
修

生

１
０
５
名
は
、

ま
す
。

３
月

１
日
に
卒
業
を
迎
え

学
習
発
表
会
は
、
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
の

改
修
に
伴
い
、
初
め
て
本
校
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
校
舎
落
成
記
念
式
典
と
の
共
催

で
も
あ
り
、
例
年
と
全
く
違

い
、
滞
り
な
く

行
え
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
実
行
委
員
長

３
年
１
組
小
島
夏
樹
君
を
始
め
と
す
る
生
徒

実
行
委
員
の
運
営
に
よ
り
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
．
３
、
４
年
次
生
と
し
て
最
後

の
学
習
が
締
め
く
く
ら
れ
、
生
徒
の
成
長
を

裏
方
の
活
躍
か
ら
も
よ
り
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

３
年
次
午
後
部
４
修
生
４
名
は
、
来
年

度
に
向
け
て
学
習
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

１
０
５
名
の
今
年
度
卒
業
予
定
生
徒
は
２
月

１
日
よ
り
自
宅
研
修
に
人
り
、
社
会
に
巣
立

つ
準
備
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
‥

現
段
階
で
進
路
未
決
定
者
は
若
千
名
で
す
．

進
路
結
果
の
詳
細
は
進
路
指
導
係
よ
り
報
告

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
企
業
の

求
人
が
多
く
、
就
職
希
望
者
は
助
か
り
ま
し

た
．
進
学
希
切
工
者
は
、
来
年
度
よ
り
入
試
制

度
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
の
で
、
今
年
度
中

に
進
学
先
を
決
定
す
る
た
め
に
安
全
志
向
で

し
た
し
も
う
少
し
挑
戦
し
て
も
よ
い
気
が
し

ま
し
た
が
、
堅
実
に
指
定
校
を
選
択
す
る
生

徒
が
多
か
っ
た
で
す
こ

東
御
清
翔
生

へ
の
求
人
や
指
定
校
を
選
ベ

た
り
す
る
こ
と
は
、
同
窓
生
の
皆
様
の
社
会

や
上
級
学
校
で
の
ご
活
躍
の
お
陰
で
す
。
同

窓
生
の
皆
様
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
．

今
後
も
後
輩
達
に
お
力
を
貸
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
じ
卒
業
を
迎
え
る
生
徒

に
は
、
同
窓
生
の
　
白貝
と
し
て
．
良
き
社
会

人
と
な
る
こ
と
を
願
つ
て
い
ま
す
．

創業以来百余年
緑のある幕し提案します

持 田 厚
r遠州流華道師範 松楽斉 ‐暉 |

青=389-0506

長野県東御市祢津2078
丁EL 0268-62-2873
FAX 0268-62-2873
自宅 0268-64-1763

基堤絡 0ヽ之□癬
』L

東御市常田366-5 80268-62-1813

万が一の時の備えに安心の互助会を

※会員害」引有り、無料サービス有り、詳しくはお問合わせください。

千姜 束御

月掛 1000円 月掛2000円 月掛3000円

満期 12万円 満期 24万円 満期 36万円

セレモニーホール

ネ逹はスわ
`こ

tま
あ りがどうという

十

感謝の`Sき いや しの庭づくり
造園設計・施工・管理

有限会社

藤本エクステリア
代表取締役  後 藤  工 直

/昭和46年卒業       ヽ
樹ヽ木医 東御清翔高校特別講師ノ

′
I｀EL 0268-25-3205

ギ

〓

互助会員募集中
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優
　
勝

準
優
勝

第

二
位

第
四
位

第
五
位

佐
藤
冨
十
夫

様

（
ス
コ
ア
７６
）

春
原
　
一
幸

様

（
ス
コ
ア
憾
）

西
人
　
悦
夫

様

（
ス
コ
ア
８７
）

星
合
　
寿
幸

様

（ス
コ
ア
８６
）

種
村
　
光
貢

様

（ス
コ
ア
８６
）

●
■
一
■

一
〓
■

・

．
■
●
一
■
｝〓
一■
―
―
―
‐
―
―
‐
―
―
●
―
―
―
・―
●
―
・　
・・―

菫
撥
工寒
竃
一鍵
識
羹
家
」
藁

誇
築
ギ
■
■
ｉ

一ヽ
難
議
一

同
窓
会
員
の
親
畦
と
交
流
を
は
か
る
た

め
に
令
和
元
年
十
月
■
卜
日
に
第

一
国
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
浅

問
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
参
加
者
は

自
然
の
中
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご
し

ま
し
た
。
本
校
ゴ
ル
フ
部
の
生
徒
も
参
加

し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
ペ
リ
ア
方

式
で
す
の
で
誰
に
で
も
優
勝
の
チ
ヤ
ン
ス

が
あ
り
ま
す
。
会
場
の
都
合
上
十
三
組
ま

で
と
な
り
ま
す
が
今
年
も
行
う
予
定
で
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
を
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
以

ド
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

今
年
の
開
催
予
定
は

以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
．

第
二
回
　
東
御
清
翔
高
校
同
窓
会

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
　
令
和

一年
十
月
卜
七
日

（土
）

場
所
　
浅
間
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

申
し
込
み
は
九
月
二

日
、
九
月
二
十

一
日

の
期
間
に
学
校
ま
で

御
連
絡
下
さ

い
．
尚
、

お
電
話
で
の
中
し
込

み
は
学
校
業
務
に
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す

の
で
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
お
願

い
し
ま

す
．
人
数
に
限
り
が

ご
ざ

い
ま

す

の

で
、

先
着
五
十
名
様
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

早
め
の
中
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

部

活

動

の

記

録

（高
体
手

高
文
運

・
校
外
に
お
け
る
活
動
を
中
心
に
記
載
）

運

議

部

Ｏ
陸
上
部
…
…
…
…
…
束
信
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

男
Ｆ
　
ｌ
０
０
ｍ
走
　
た
り
幅
跳
び
　
リ
レ
ー

（４
×
１
０
０
ｍ
　
４
×
４
０
０
ｍ
）

女
子
　
円
盤
投
げ

束
信
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
　
女
子
　
円
盤
投
げ
　
５
位

長
野
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
女
子
　
円
盤
投
げ

０
剣
道
部
…
‥
‥
…
…
…
新
潟
県
高
体
連
主
催
上
杉
謙
信
公
杯
　
出
場

東
信
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
　
団
体
出
場
　
個
人
　
第
７
位

長
野
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
団
体
出
場
　
個
人
　
第
１６
位

東
信
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
　
団
体

・
個
人
　
出
場

Ｏ
サ
ッ
カ
ー
部
…
…
…
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
長
野
大
会
　
出
場

０
男
子
バ
レ
ー
部
…
…
束
信
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
　
第
４
位

長
野
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
出
場

東
信
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
　
第
６
位
　
県
大
会
進
出

Ｏ
女
子
バ
レ
ー
部
…
…
束
信
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
出
場

０
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
…
束
信
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
出
場

束
信
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
出
場

Ｏ
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
…
東
信
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
出
場

０
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
…
長
野
県
高
等
学
校
定
通
総
合
体
育
大
会
　
男
子
個
人
　
第
１
位

０
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
…
東
信
高
等
学
校
定
通
体
育
大
会
　
男
子
団
体

・
個
人
　
優
勝

男
子
個
人
　
準
優
勝

女
子
団
体
　
優
勝

女
子
個
人
　
準
優
勝

長
野
県
高
等
学
校
定
通
体
育
大
会
　
男
子
個
人
　
優
勝

・
第
３
位

女
子
個
人
　
準
優
勝

全
国
高
等
学
校
定
通
体
育
大
会
　
男
子
個
人
　
ベ
ス
ト
ー６

北
信
越
高
等
学
校
定
通
体
育
大
会
　
団
体
長
野
県
逮
抜
　
出
場

０
ゴ
ル
フ
部
…
…
…
関
東
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
男
子
個
人
の
部
　
出
場

支

七

郷

０
軽
青
楽
部
…
…
長
野
県
高
等
学
校
軽
音
楽
系
ク
ラ
ブ
東
北
信
大
会

長
野
県
高
等
学
校
軽
音
楽
系
ク
ラ
ブ
県
大
会

長
野
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
軽
音
楽
専
門
部
県

フ
ェ
ス

束
信
地
区
高
等
学
校
東
信
支
部
芸
術

フ
ェ
ス

０
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
…
束
御
市
地
域
の
行
事

・
企
画

へ
の
参
加

Ｏ
家
庭
科
部
…
…
く
る
み
幼
稚
同
と
の
合
同
企
画

モ
ル
ド
バ
大
統
領
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
参
加

０
科
学
部
…
…
…
雷
電
ま

つ
り
　
言
電
パ
ー
ク
参
加

０
書
道
部
…
…
…
第
三
十
六
同
読
売
書
法
展
　
人
選

今
日
本
高
校

・
大
学
生
書
道
展
　
展
賞
　
他

長
野
県
書
道
展
覧
会

（県
展
）

・人
選

和
洋
女
子
大
学
競
書
大
会
出
品
　
需
査
員
奨
励
賞
　
他

東
御
市
総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
作
品
展
示

０
茶
華
道
部
…
…
卒
業
式
式
典
の
花
生
け
を
実
施

Ｏ
美
術
部
…
…
…
舞
台
が
Ｆ
祭
で
の
作
品
展
示

０
漫
画
イ
ラ
ス
ト
文
芸
部
…
舞
台
が
丘
祭
で
の
作
品
展
示

◎
合
唱
同
好
会
…
東
信
高
等
学
校
合
同
音
楽
祭
　
出
場

長
野
Ｌ
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
　
　
出
場

高
文
蓮
支
部
交
流
音
楽
祭
　
　
出
場

県
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
　
出
場

メ
サ
イ
ア
演
奏
会
　
　
　
　
　
出
場

ベ

ス
ト

２０

出

場
ベ

ス
ト

ー６

出
場
　
　
Ｆ
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霊量
平
成
三
十
年
度
転
退
職
職
員

（敬
称
略
）

転
出
先
等

松
本
蟻
ヶ
崎

坂
城
伊
那
弥
生
ヶ
丘

退
職
長
野
南

退
職
佐
久
平
総
合

退
職
退
職
退
職
下
諏
訪
向
陽

上
田
養
護
学
校

上

原

山

口

市

川

宮

坂

晴
人
　
　
退
職

智
之
　
　
小
諸
商
業

美
枝
子
　
佐
久
Ｔ
給
ム早

丸
子
修
学
館

夕
香
　
　
小
諸
養
護
学
校

田
島
湯
川
松
本
清
水
柏
木
竹
前
寺
島
橋
詰
小
林
日
旬
湯
本
官
島
笠
井
山
浦

康
彦
尭豊
明
正
志
喜
之

「宋敏
也
友
里
恵

聡
子
勉美
沙
紀

秀
紀
明
宏
陽
子

前
任
地

上
田

（定
時
制
）

新
卒
野
沢
南

Ｌ
田
千
曲

野
沢
市

野
沢
北

民
間
野
沢
北

佐
久
平
総
合

上
田
染
谷
丘

北
部

・
須
坂
東

上
田
東

諏
訪
実
業
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書 業 語 語 術 育 科 科 科 学 学 会 会 頭
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令
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元
年
度
着
任
職
員

（敬
称
略
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塚 津 神 黒 牧 金
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円 田 津 i早 内 斗 間 藤 坂 洋 掛 原

欣 翔 和 さ正 郁 敏 公 光 明 1サ千共
哉 ‐夫 と 則 夫  品」幸 宏 生 徹

子
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おかげ様で創業40年

食材にこだわつた「武信のとんかつ」を
ご賞味ください。

店主 武田悦夫 昭和

“

年卒業(第 21回 )

お近くにお越しの際はお立ち寄りください

本  店 神奈川県川崎市多摩区南生田4-12-17
2:,044‐976‐ 0477

代々木店 東京都渋谷区西原3-1-7
で
'03‐
3466‐ 1125

昭和44年3月卒業 (第21回 )・
同年会開催のお知らせ ・
令和2年8月 以降に同年会を開催い

たします。開催 日時等は別途ハガ

.キ にて各クラスの実行委員からご

案内いたします。

.― _      日召和441年 3月 卒業
同年会実行委員会

医療法人社団明櫻会

さくら歯科クリニック

昭和44年卒業 (第21回 )

埼玉県坂戸市塚越1-4
て
'049-288-3838


